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大 野 英 二先 生 と神 話
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先生にとって,私は孫だったのだろうと思う｡ お弟子さんたちは子供,そ

れこそ,弟子という子供には厳父そのもののお人でした｡ところが,私には

｢よくきた,よくきた｣といつでも歓待 して下さった｡先生宅の応接室で,

｢音楽のポリフォニーは,西洋の教会音楽よりもさらに古 くからアジアには

あったそうです｣｡私が乏しい知識の中から偉そうにいうと,先生はすかざず,

｢自覚的に記譜する理論の存在が重要だ｣と攻め込まれる｡ そこで,もう一

度出直しますとお宅を辞 し,懸命に新たな知識を詰め込み直して,再度お宅

を訪問し,｢文法を意味するグラマーとはヒンズー語で記譜のことだそうです

よ｣,との反論をする私に,先生はさんざんワインを飲ませ,ブラフラになっ

た私の一夜づげの知識を眼を細めて楽しんで下さった｡それでも,けっして,

知識の乏しさを冷やかされなかった｡ただ,こコニコと会話を楽しんで くだ

さった｡本当にそれは慈父の目であった｡そして,バッハとモーツアル トし

か聴かない私を教育 しようとして,必ず,シェーンベルクとワグナーの新 し

さを熱く語られた｡

私にとって,不協和音でしかない,ソーメンのような音の反響に心の中で

悲鳴を上げていたら,その因った私の顔を楽しそうに見ておられるのが常で

あった｡

お宅では音楽談義の後,必ず,神話の話をされた｡とくに河合隼雄先生の

神話論がお好きであった｡100年ももたなかったマルクス主義に対して,神話

は太古から我々に啓示を与えてくれる｡三大宗教 も,何千年と続き,人々に

パッションを与え.くれる｡ そうしたことを語られる先生の感覚を私は私なり

に楽しんでいた｡

いまでも,鮮明に覚えているのは,デイオニソスのことである｡ ギリシャ
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神話では,デイオニソスはゼウスの子である｡ デイオニソスに宇宙の支配を

まかそうとゼウスはしていたが,タイタン (巨人)族たちによって,デイオ

ニソスは,八つ裂 きにされて,殺されてしまった｡そのとき,デイオニソス

は身を隠すためにに牡牛に化けていた｡そして,デイオニソスが化けていた

牡牛の生肉が タイタンたちによって食われてしまった｡ しか し,デイオニソ

スの心臓だけは無事であった｡怒ったゼウスはタイタンたちを雷で焼け殺 し

た｡心臓をタイタンから隠し,心臓を嘆下し,デイオニソスの灰を食べた人

間から第二のデイオニソスが生まれた｡そしてデイオこソスが,人間を生み

増や した｡だからこそ,人間には,人間性 とともに,神性が宿っていると言

われるようになった｡そして,第二のデイオこソスが間の帝王になり,荒ぶ

る神となった ｡

しか し,後年,時代が下るとともに,デイオこソスは,牙を抜かれた温和

しい神として,アポロ神殿でアポロ像の向かいの壁に措かれるようになった｡

東方では,デイオニソスは生きた動物を八つ裂きにして,その生肉を喰ら

い,生 き血をすする荒ぶる神であった｡それが生け資を生んだ｡人々は,

デイオニソスを祭る儀式で,生け費を八つ裂きにし,生き血をすすることに

よって,荒ぶる魂のエわ レギーを得ることができると信 じた｡

デイオこソス信仰が西方に伝わる過程で,生肉はパンになり,生き血はワ

インになった｡破壊の神が豊能の神に模様替えされたのである｡そ して,

荒々しいデイオニソスは,アポロンと向かい合う温和 しい神にされてしまっ

た｡

キリス ト教の聖餐式は,東方の古代の儀式を地中海風にアレンジし直した

ものである｡ では,東方からさらに,莱,つまりミトラ教になればどうなっ

ているのか｡コンスタンチヌス大帝がキリス ト教を公認 したとき,自らの軍

旗の XP (ローマ字では kとRのこと)をイエスの旗 とし,イエスの誕生

日を ミトラ神の誕生日の12月25日に変えたことは何を意味 していたのか｡そ

もそも,アレキサンダーのヘレニズムのギリシャへの巨大な影響力は案外軽

視されてきたのではないのか｡

こうした会話が延々と続けられた｡ワインで酔っぱらいながら,私たちは

宗教談義に明け暮れた｡そうすることによって,技術に堕落する経済学への
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怒りを共有できた｡

先生の独特の字体のお手紙は,いつも,先生から宗教談義をもちかけられ

るものであった｡

わたしは,今後,宗教社会学に向かう｡ その決意を込めて,宗教的雰囲気

が残っている福井の地に赴任する｡ 私は,それほど大きな影響を,大野先生

から受けている｡




